
 

            

 

 

近
年
、
貸
付
型
の
奨
学
金
を
受
け

た
学
生
が
、
就
職
し
て
も
年
収
が
２

０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
な
り
、
返
済
し
た
く
て
も
で
き

な
い
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

浦
安
市
で
も
返
済
の
滞
納
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

返
済
が
不
要
な
給
付
型
の
奨
学

金
制
度
や
学
費
の
無
償
化
は
世
界

の
流
れ
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
今
春
か
ら
関
東
関
西

の
私
立
大
学
の
授
業
料
が
軒
並
み

上
が
り
、
日
本
の
学
費
は
高
止
ま
り

状
態
で
す
。 

奨
学
金
を
借
り
る
と
大
学
の
学

部
卒
で
平
均
３
０
０
万
円
、
大
学
院

博
士
課
程
で
平
均
１
０
０
０
万
円

の
借
金
を
背
負
い
社
会
人
と
な
り

ま
す
。 

    

現
在
、
市
は
給
付
型
制
度
の
構
築

に
向
け
て
、
国
・
県
・
他
市
を
参
考

に
し
、
調
査
や
情
報
収
集
を
行
い
、 

制
度
設
計
の
詳
細
は
、
奨
学
金
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
さ
れ
ま
す
。 

市
の
給
付
型
奨
学
金
を
利
用
者
が

利
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
に

は
、
奨
学
金
の
限
度
額
の
設
定
を
高

く
し
、
生
活
費
・
部
活
動
費
・
実
習

費
な
ど
の
費
用
も
対
象
と
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

市
は
日
本
共
産
党
の
求
め
に
対
し

「
対
象
学
年
に
見
合
っ
た
必
要
経
費

を
勘
案
し
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。 

    

 

現
在
、
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
学

生
の
中
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持

ち
し
て
生
活
費
を
捻
出
し
て
い
る
た

め
、
授
業
に
出
席
す
る
の
が
困
難
な

状
況
と
な
り
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
市
の
給
付
限
度

額
で
は
資
金
不
足
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
学
生
支

援
機
構
や
大
学
の
奨
学
金
な
ど
他
の

奨
学
金
と
の
併
用
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、 

 現
行
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
と
の

併
用
も
で
き
る
よ
う
市
に
求
め
、
市

は
「
他
の
制
度
の
内
容
を
勘
案
し
検

討
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

市
の
貸
付
型
を
利
用
し
た
場
合

の
返
還
猶
予
に
つ
い
て
は
、
進
学
や

健
康
上
の
理
由
な
ど
で
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

千
葉
県
が
年
間
の
給
料
２
３
０

万
円
以
下
の
場
合
も
返
還
猶
予
に

適
応
す
る
と
し
た
事
例
を
挙
げ
、
返

還
猶
予
の
拡
充
を
求
め
た
の
に
対

し
、
市
は
「
現
状
の
規
定
で
幅
広
い

対
応
が
で
き
る
」
な
ど
と
答
え
、
拡

充
の
検
討
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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日
本
共
産
党
浦
安
市
議
団
は
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
導
入
を

議
会
で
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
実
現
し
ま
す
。 

市
は
、
来
年
４
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

６
月
議
会
で
は
学
生
が
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
求
め
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 
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長
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毅
一
郎

広
瀬
　
明
子

平成２６年度一般会計･介護保険、補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ○

原付・軽二輪車、軽自動車税の税率を引き上げる浦安市税条例
の一部を改正する条例の制定について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ●

浦安市障がい者等一時ケアセンターの設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ○

浦安市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ○

契約の締結について（市道幹線6号道路災害復旧工事（23災道第
238号）その1、その２）、（市道幹線11号道路災害復旧工事（23災
道第234号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ●

契約の締結について（東野地区雨水貯留施設設置工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ●

契約の締結について（入船地区学校統合整備建築工事、電気設
備工事、機械設備工事）

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ●

契約の締結について（浦安市運動公園陸上競技場フィールド整
備工事）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ●

契約の変更について（下水道災害復旧工事（Ｂ‐1）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ○

契約の変更について（市道幹線10号道路災害復旧工事（23災道
第70号）その1）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
育
休

○ ○ ○ ○

道路と宅地の一体的な液状化対策事業に係る対象全地区での地
質調査の実施と液状化対策に係る情報開示に関する陳情
浦安市美浜　辻純一郎　他６人

○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議 ● ● ● ● ● ● ●
育
休

○ ○ ○ ○

地球社会建設決議に関する陳情
神奈川県横浜市　荒木實

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関す
る陳情　　船橋市湊町　千葉県教職員組合船橋支部　支部長　長
谷川右

「国における平成２７<２０１５）年度教育予算拡充に関する意見
書」採択に関する陳情　　船橋市湊町　千葉県教職員組合船橋支
部　支部長　長谷川右

議員配布　６／３議会運営委員会にて決定　委員会審議するよう求めたのは日本共産党のみ

議員配布　６／３議会運営委員会にて決定　委員会審議するよう求めたのは日本共産党のみ

不採択
９対１０

可決
１６対３

可決
満場一致

可決
満場一致

議員配布　６／３議会運営委員会にて決定　委員会審議するよう求めたのは日本共産党のみ

可決
満場一致

可決
１８対１

可決
満場一致

○
：
賛
成

可決
１６対３

●
：
反
対

議
：
議
長

可決
満場一致

可決
１８対１

可決
１８対１

日本
共産党

きらり浦安 みらい 無会派公明党 復興浦安
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